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漁村開発の経済人類学的考察

．ー壱岐勝本浦の場合一（1)

広島大学丸 山孝一

1. 問題の所在

ζζで取り倣う問題は、所与の自然環境の中で生産技術が進歩し、生活水準が向上してゆく過程

を観察し、社会開発t亡内在する諸問題を検討する ζとKある。今日のめざましい生産技術の発達の

結集、資源の限界を越えるか、またはそれに近い状態にまで「開発」が進められて判るものがある。

われわれはその例を壱岐勝本浦VC.i,，ける漁業生産の発展過程の中K見るζ とが出来る。漁業はその

技術がいかl'C機械化されている場合でも、 一部の養殖漁業を徐いて（2）、本質的Kは水産資源の直祭

的採取という形態K変りはない。特t亡勝本I南¢場合、漁場か比較的固定しているζとから、生産技

術¢発達による社会開発と水産資源の有限性との関わりを検討するのK絡好の場を見出すことが出

(3) 
来ると思われる。

2. 勝本浦の橿況

勝本浦は壱i技島西北部海岸l'C位蛍し、行政上は長鋳県壱岐郡勝本田Tit属している。勝本鴻3区

2 2町内は 19 7 1 ＆手10月1日現在、 85 1戸、 3,61 1人より成り、その6割以上が専業漁家

で、商家等その他¢住民も直俊間接『亡漁業経済に依存していると言えよう。中学、高校卒業生のう

ち、女子は他出する者が多いが、漁家¢男子は殆んどが漁業K従事し、全体としての人口κは近年

大きな増減がない。

勝本浦の漁業形態は一本釣りの小規模経営が特徴で、ブリ、イカ釣りが中心となっている。ブリ

の漁場として、壱舷と対馬のほ宮中間K位置する七里ク曽根があり、 ζれがプリの宝庫として、勝

本浦の生命線を支えてきたと言っても過言で念い。しかし、最近ではブリ の水揚げ高は伸び悩んで

かり、代ってイカが l9 7 0年頃より大幅に殖え、 71年には漁獲重量、金額共に首位となった。

3. 勝本浦の漁業略史

続本滞の漁業史tてはζれまで3つの発展期があったと言える。第1自は正徳年間からほ I:'l 5 0 

年聞にわたる捕鯨業による経穫で、乎戸車会鴻語Ice保護の下l'C！京総を中心とする賑わいが見られた。

明治K入って資源枯渇のため、捕鯨は終息し、一本釣りreよるイカ漁を中心V亡、延縄や網漁が試み

られたが、大きな変化はなかった。 ζの頃の社会将軍進は、 7～1 3戸の問屋と各問屋κ出荷を約束

させられた船主漁師との「シキフネ」関係、なよび紛主と乗組員の関係、の2つを基本的臓に得意足立さ
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れていた。これら 2組の社会関係はそれぞれ支配・服従の親方・子方的関係Kif>~－超世代的に持続

される ζ とも往々Kしてあった。 19 2 0年頃より焼玉エンジンの導入が始まり、前記七里ケ曽根の

開発は進んだが、問屋の支配カは強化されるばかりであった。乙¢頃より壱般の少数の資産家Kよる

(4) 
独占的なブリ飼付事業 が行われた為、勝本鴻の一般漁民は極端な不漁、不況Yてきしみ、海上デモ、

直談判などで県当局へ働きかけた結果、漁場の一部を一般κ解放させるととに成功し、 19 3 0与に

勝本ブリ飼付組合が浦漁民全員の平等な参加Kよって結成され、以降10年間、滞は大いに栄えるζ

とになった。 ζれが第2の繁栄期と言える時期である。

戦後の荒魔期を経て 19 4 9年、現在の勝本町漁業協同組合が結成され、 52 ,3年頃より基礎固め

か行われた。 57年より政府による融資制度が導入され始めて漁船C噂加、大型化が大いK進み、漁

署置の消費水準も向上して、漁也の組織、活動も充実し、今日に至っている。これを第3の発展期と言

えよう。

4. 今日の状況と問題点

漁協青年部や各組合員I'(よる漁業技術の研究、泉水産課の指導などによって勝本浦の漁業開発は大

舗に進んだが、その最も基本的危要因は、漁協を媒介として、政府金融機関及び系統金融機関を一般

組合員が利用出来るようになったことであろう。 ζれには特K沿岸漁業の栂造改善事業、漁業近代化資

資金制度K負うと ζろが大きしその直倭の結果として、動力漁船は19 5 5 1手c2)172隻から、

1 9 7 2年の 54 9袋へ増加し、しかも近年大型船が著しく殖えた（但し大部分は20トン止まりであ

ある）。同時K、省力化、高能率化、安全操業の装備も織され、その限りでは政府の融資目的は逮ぜら

れたかr'C見えるか、そこKは次のような問題点が顕われてきた。

(1) 漁紛の増加、大型化にもかかわらず、水錫げ重量は伸びてならず、魚価の高捺κよって、辛うじ

て設備投資は埋め合わされている。

(2）魚価高l!IKより水場げ金額、貯蓄高は伸びたが、その増加率は借入金の伸び率より小さい。

(3) (1）の事実は水産資源の枯渇化を示唆していると解釈される。特κ固定したブリ漁場i'L1 8年前の

3倍以上の漁船がひしめいてなり、 1隻当りの漁獲高ばかりか、全体としての漁獲高も減少の気配

がある。（ 1 9 6 6～7 0年の5年間の年平均ブリ漁獲高は93 0トンであったが、 19 7 1年の

それは44 5トンであった）。

(4）過密状態のプリ漁場コから、遠方漁場での鉱敬形懲，z:;イカ漁へ転向する者が特に「特殊鉛 J

( 1 5トン以上の紛のζと） f'(多くなったが、 ζれ自体、

十1）遠方での操業は勝本浦の漁業者Kとって未経験で、海簸事依の危険が大きい（ 7 2年f亡は実際

すて4人¢犠牲者が出た）。

令） はるかK大規模な資本をもっ他港の漁絡と競争関係r'C入り、全国規模での経済圏K直祭組み込

まれるζとKなる。

-42-



やす g本海全域(/Cl,＇いてイカの先取り現象がみられる、などの諸問題を字んでいる。

(5) 割合同質的であった戦後の漁家経営規模及び内容が、多主義化、異質化する傾向にあり、そζK

階層化への兆しが見られる。

(6) かつては漁協組織の下で強い社会的統合が見られたが、「沖止め J（荒天時Kぉ、ける出漁規制）

制度¢廃止Kみられるように、住民の行動を規制す・る社会統制C機能を漁協が失いつ、あると思

われる。

(7) 青年の高い漁業就業喜容にもかかわらず、漁紛の増大化の結果、乗組員¢不足は深刻である。

(8) その他、多すき’る漁船の繁留場所の絶対的不足、嫁不足、 2・3男漁業者の為の住宅地の欠如

などは、今日さし当って浦が当面している援も深刻念問題である。

s. 開発の限界と質的転換

先K、今日の勝本浦は第 3 の発展期l'C~ ると述べたが、それは突は上のような諸問題を内包した

ままの表面的なそれであった。 ζれらのうち、特VC(4）の（ィ）項、（η及び（8）の諸問題は漁業者自身K深

刻K意識されてl>'!> ＇ζれが今後の漁船の地大化Kプレーキをかける ζとKなるかもしれない状況

κある。政府は清造改善事業を継続し、一鍍漁民陀低利の融資をしようとしているが、漁船¢増加、

大型化という従来通りC「開発Jは曲り角にさしか Lっていると言わねは．ならない。かつてJacobs

は開発を「社会のg標や基本的精進κよって現K定められている限界K係りなく、そ¢社会(/J潜在

的能力を最大限II(発簿せしめる ζとJと定義しているが（5）、 ζの潜在的能力という概念Kは、計量

化の可能な量的側面と計量化の不可能な質的側面が含まれていると解される。そして、量的開発K

は質的開発が伴う筈であったが、勝本I稽C場合、前者の勢いが余！＞ f'(も急であったためκ、漁民の

例Jrc価値観の転換ないし整理を充分にする余絡がなかった。政府は験資政策Kよって大量の船主漁

師をつくるζとκは成功したが、突は結果的K資源の濫穫を奨励すること Kなった。開発C質的転

換とは決して受かさの追求を止める敗北主義ではなく、特K漁業という特殊性をもった生業K沿い

ては、生態学的所与としての人聞の活動に不可避的な方向であり、それは政府Kよって決定される

ものではなく、今後漁民自身によって創造される他はないものと恩われる。

タイト JレK謂う「経済人類学 JIては必ずしも nonnativeapproachを含むものではないが、勝本

浦漁村の経済活動の過程を過去10年来観察した結果、如上の問題点が見い出された¢で、その経

過の概略を報告した。（ I 9 7 4年 1月）

（註）

1. 本論は拙稿「西南日本II(.t,，ける地域開発の比較検討」（広大教養部紀要E、第7袋、 1973

年）の一部をとって加室長したものである。

2. 海面養殖業はI9 7 I年度、全国¢海面漁業生産高9I 5万トン中、わずか61万トン
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( 6. 6 % ) VC過ぎ念かった。沼和47年度漁業白書、 P. 3 0。

3. 務本浦はl9 6 4年以来今日まで10 益手間、主と して九大教脊学部比研及ひ・ζれre関係ナる人

類学関係者によって観察、研究され続けてきた。と ζ で用いる資料はその調査により蒐集されたも

のでるる。

4. ブリ飼付とはハマチ(I)養強とは呉り、ブリ が集まる習性のある曽擦に撒き餌をして更Kブリを

袋め、 ζれを一本釣りで集中的K釣り上げる漁法で、かなり資本を獲し、事業として必ず成功す

るとは5良らないか、 19 3 0年代C七塁ク曽綴では大成功であった。ブリは周辺から集まる¢で、

錦付漁区の外では不漁である。

5. N. Jacobs, Modernization without Development, Thailand as an Asian Case Study. 

1 9 7 1 , P. 9 , New York : Praeger. 
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